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英語名：Congestive Heart Failure  

  同義語：Chronic Heart Failure 

 

 

Ａ．患者の皆様へ 
 

 

ここでご紹介している副作用は、必ず起こるものではありません。ただ、副

作用は気づかずに放置していると重くなり健康に影響を及ぼすことがあるので、

早めに「気づいて」対処することが大切です。そこで、より安全な治療を行う

上で、本マニュアルを参考に、患者さんご自身、またはご家族に副作用の危険

信号として「副作用の初期症状」があることを知っていただき、気づいたら医

師あるいは薬剤師に連絡してください。 

 

心臓から全身に身体が必要とする量の血液を送り出すことができ

なくなり、肺や全身に血液が貯まってきて、息切れ、むくみ、疲れ

やすいなどの症状を示す「うっ血性心不全」が、抗不整脈薬、β遮

断薬、副腎皮質ステロイド薬、解熱消炎鎮痛薬（非ステロイド性抗

炎症薬など）、抗がん剤などの医薬品によって引き起こされる場合も

あります。これらのお薬を服用していて、次のような症状がみられ

た場合には、放置せずに医師・薬剤師に連絡してください。 

「動くと息が苦しい」、「足がむくむ」、「急に体重が増えた」、「咳

とピンク色の痰」、「疲れやすい」 

 

うっ血性心不全 
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１．うっ血性心不全とは？ 

心臓は、肺と全身に血液を送るポンプの機能を果たしています。うっ血性心

不全は、「心機能障害」の一つで、心臓弁膜症、心筋梗塞、心筋症などさまざま

な原因により心臓のポンプ機能が低下することにより引き起こされます。心臓

が全身に血液を十分送り出すことができなくなると、肺や全身にうっ血が生じ、

息苦しさ、むくみ、疲れやすさなどさまざまな症状が出現します。急激な体重

増加、脈拍の増加、尿量の減少なども引き起こします。 

うっ血性心不全という副作用をおこす原因となる医薬品としては、さまざま

な種類のものがあり、抗不整脈薬、β遮断薬、副腎皮質ステロイド薬、解熱消

炎鎮痛薬（非ステロイド性抗炎症薬など）、アントラサイクリン系抗がん剤（ド

キソルビシンなど）、分子生物学的抗がん剤（トラスツマブなど）が知られてい

ます。 

 

２．早期発見と早期対応のポイント 

「動くと息が苦しい」、「足がむくむ」、「急に体重が増えた」、「咳とピンク色

の痰」、「疲れやすい」などの症状に気づいた場合で、医薬品を服用していると

きには、放置せずに、ただちに医師･薬剤師に連絡してください。 

なお、医療機関を受診する際には、症状の内容、服用している医薬品の種類

と量、服薬からどのくらい時間が経っているのかなどを担当医師もしくは薬剤

師に伝えてください。他の医療機関で処方された医薬品や市販の医薬品などに

ついても服用していれば、伝えてください。 
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※ 医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、このホームページにリンクしてい

る独立行政法人医薬品医療機器総合機構の「医療用医薬品 情報検索」から確認することが

できます。 

https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/ 

 

※ 独立行政法人医薬品医療機器総合機構法に基づく公的制度として、医薬品を適正に使用

したにもかかわらず発生した副作用により入院治療が必要な程度の疾病等の健康被害につ

いて、医療費、医療手当、障害年金、遺族年金などの救済給付が行われる医薬品副作用被

害救済制度があります。 

（お問い合わせ先） 

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 救済制度相談窓口 

https://www.pmda.go.jp/kenkouhigai.html 

電話：0120－149－931（フリーダイヤル）[月～金] 9時～17時（祝日・年末年始を除く）


